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『飛躍』～ 私の翼で私の道を！ ～ 
 

 

 

 

今年度、学校教育の重点に、「実社会で

『夢』を叶える生徒の育成」と掲げまし

た。   

その発信源に校長室を「夢・進路相談

室」として、昼休みに生徒へ開放し、生

徒と「夢」を語り、「夢」を見つける動機

付けの場としています。    

最初に「夢・進路相

談室」を尋ねてくれ

た生徒が、川沼 真子 

生徒会長でした。生

徒会が掲げた  

令和 5 年度生徒会スローガン「飛躍 私の翼で私の道を」は、私

が願う下田中の生徒像に、正にピッタリでした！ 

川沼生徒会長の相談は、「先生方の部活指導（負担）が、とても

心配で、とても不安です。」でした。 

2016 年児童福祉法改正で、その理念に「児童生徒の権利に関す

る条約の精神に則り、児童生徒の年齢及び発達の程度に応じて、

その意見が尊重され、その最善の利益が優先して考慮される。」と

明記されました。 

これに基づいて、川沼生徒会長と学校課題について話し合いま

した。解決策として、手薄な部活指導に校長も教頭も教務主任も

積極的に参画することとしました。その後も生徒の相談は続々と

来るようになりました。 

このように次世代の学校は、生徒と教職員が、共に学校づくり

を協働し、問題解決を図り、生徒・職員の双方にとって、安心で安

全な学習環境を持続可能にしていくことです。 

そして卒業生６５名が、深刻な少子高齢化・過疎化問題を払拭

し、自らの力で、たくましく、ふるさと下田で生活基盤を築き、地

域を創生する人材育成に、今後も生徒と共に歩み続けます。 

I hope that your dreams will come true ! 三条市立下田中学校  

校 長 小熊 哲也 

桜木の下で 
https://www.city.sanjo.niigata.jp/section/sitadachu/index.

html 

 

 



【 部活経験や外部コーチ等の配置状況/１・２年生部員数 】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

＊お子様のことで、何かお困りのことがあれば、いつでも下田中の二階にある 

「夢・進路相談室」（校長室）にお立ち寄りください！ ℡ ４６－２０２０ 

サッカー部  7 名 
地区大会では三中と、新人戦では大崎学園・燕中等の三校で、合同チーム

を結成しなければならなかった現状です。 

テニス部  １７名 
庭山先生は、国体選抜チームの選手としても指導者としても経験ある、

優秀なテニス指導者です。下條先生、角間崎先生もテニス専門家です！ 

バレー部  １８名 
昨年末から、元市 P 連会長の倉重コーチが、毎週火曜水曜にわざわざ富山

県から、指導に来てくださっています。伊佐先生は本中バレー部でした！ 

バスケ男子 ９名 
今、一番に外部指導者を招聘したいのが、バスケ部です。 

現在、SANJO BEATERS さんから、コーチしてもらえるか交渉中です！ 

バスケ女子 ３名 
大崎学園と合同チームを結成して、土日練習試合等に取組んでいます。 

現在、SANJO BEATERS さんから、コーチしてもらえるか交渉中です！ 

野球部   ６名 
毎週休日に卒業生保護者が指導しています。また地域おこし協力隊の加藤さ

んが大学で硬式野球を経験していた為、平日に数日、指導予定です。 

剣道部  １８名 
言わずと知れた「剣道五段、お腹は三段、計八段」の専門家；宗徳先生で

すが、令和６年度は新潟全中開催の総務部長の為、大忙しです。 

陸上競技部１６名 
北信越覇者を輩出した名門部ですが、現在顧問の小島先生がヘルニアの

治療中で、指導困難です。地域でコーチできる方を募っています！！！ 

卓球部男子 ６名 
山口先生は、卓球の専門家です！時々、大会時に経験ある保護者が、アド

バイザーに入ることもあります。 

吹奏楽部 １６名 
杉田先生の専門的な指導で毎日練習しています！また定期的・継続的に

三条市吹奏楽連盟からも指導を受けています。 

文化活動部 ９名  
市や県のコンクールに出品し、優秀な成績を収めることができました。

校内にも作品が展示してあります。来校時にご覧ください。 

水泳競技部  ３名 
三名とも三条ダッシュスイミングクラブの選手コースに所属し、連日６千

ｍ～８千ｍの厳しいメニューに励んでいます！（校長は大学まで水泳部） 

一
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【 適正な部活動の在り方について】 ～ 部活の土日地域移行を見据えて ～ 

安心・安全な部活動を運営するためには、「部活設置数×２＝教諭数」と言われてい

ます。本校は部数が１２部活あり、教諭数は１５名です。部活指導の「顧問一人体制」

が長きに渡り続き、出張や放課後指導等が入ると部活運営が、かなり困難な状況です。 

他校の実践例は、その年に新入部員ゼロの場合、翌年募集を停止し、在籍選手全てが

引退後に休部というのが多いようです。本校も今後の部活地域移行を見据えながら、下

田中の適正な部活の在り方について改善期に入りました。（下記は同規模校の四中と比較） 

【資料】第四中学校 部活数設置 ８部  教諭数１５名 全校生徒数２１４名  

下田中学校 部活設置数１２部  教諭数１５名 全校生徒数２００名  


